富良野市こども計画策定に関するアンケート
（関係団体等調査）

日頃より富良野市の教育行政に関してご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
市では、令和７年３月に策定した「第3期子ども・子育て支援事業計画」に基づき、地域全体で子育てを支える体制づくりを進めています。
この調査は、現行の「第3期子ども・子育て支援事業計画」に加え、支援対象をこどもや若者世代へと拡充し「富良野市こども計画」を策定することで、こどもや子育て当事者、子育て支援団体等を総合的に支援する体制づくりのための基礎調査として実施するものです。
ご回答いただいた調査内容は、こども・子育て支援施策のあり方を検討するための基礎資料として活用し、それ以外の目的に利用することはありません。
ご多忙の中、大変お手数をおかけいたしますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
令和８年１月
富良野市　
	【　記入にあたってのご注意　】
1. [image: ]記入いただいた調査票は令和８年１月３０日（金）までに下記担当部署へファックス・メール等で返送、またはご持参ください。
富良野市こども計画アンケートの調査票は、富良野市ホームページの
『令和７年度 市民参加手続き（縦覧・アンケート等）』からダウンロードできます。
https://www.city.furano.hokkaido.jp/life/docs/1652108.html
2. この調査票についてのお問合せや、調査内容についてご不明な点がございましたら、以下にお問合せください。
【お問合せ・報告先】
富良野市役所　教育委員会教育部　こども未来課
電話：0167-39-2223
ファックス：0167-23-3528
メール：kodomo-ka@city.furano.hokkaido.jp





貴団体等について
問１　貴団体等の名称、活動内容について教えてください。
	（１）団体等名（施設名）
※正式名称を記入
	団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
メール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（２）活動内容の概要【子ども・若者に関する内容のみ簡潔に】
	



問２　貴団体等のこども・若者に関する活動を進めるうえで、課題となっていることは何ですか。
　　　（あてはまるものすべてに✓）
	☐　活動場所がない、狭い
	☐　専門的な知識やスキルを持つ人材の確保

	☐　必要な情報入手が困難
	☐　関係機関・団体等との連携が難しい

	☐　資金不足
	☐　利用者・保護者との協力が得にくい

	☐　マンパワー（スタッフ、ボランティア）不足
	☐　その他（具体的に：　　　　　　　　　　）



問２-１　問２の「マンパワー不足」と回答した団体にお聞きします。人材派遣会社または人材紹介会社の活用等（以下「派遣会社等」という）についてお答えください。
　　　
①過去に、派遣会社等を通じて確保した人材は何名ですか？　　　　（　　　　　　名）
　０名の場合は、「０」と記入してください
②今後、派遣会社等による人材派遣の活用を検討しますか？　　
☐　検討したい
☐　検討しない
　　③②で「検討しない」と回答した場合、市の助成制度（派遣費用の一部助成）があれば検討しますか？
☐　検討したい
☐　検討しない







こどもの様子に関することについて
問３　こども・若者の様子で気になることは何ですか。（あてはまるものすべてに✓）
	☐　家庭の環境について
☐　虐待について
☐　引きこもりについて
☐　居場所について
☐　ヤングケアラーについて
	☐　貧困について
☐　障がいのあるこども・若者について
☐　ネットやSNSの利用について
☐　その他（具体的に：　　　　　　　　）
☐　特にない



問３で「１」～「９」のいずれかに✓をつけた方に伺います。
問3-1　上記について、貴団体等として話を聴いたり、情報提供や支援をしたりするなどの対応をしたことがありますか。（１つに✓）
	☐　ある　➡問3-1-1へ
	☐　ない　➡問４へ



問　3-1で「１．ある」と答えた方に伺います。

問3-1-1　上記で対応する際、課題となることや悩むこと、関係機関等に求めることなどがありましたら、内容を教えてください。
	

	

	

	

	



貴団体等における子育て支援活動について
問４　富良野市の子育て支援や子育て環境について、日頃の活動を通じて課題と感じることはありますか。（あてはまるものすべてに✓）

	☐　分野別（教育・福祉・医療など）の連携が不十分
☐　地域で活動を担う人材の育成が不足している
☐　活動に必要な資源（場所・資金・情報など）が不足している
☐　グレーゾーンのこども（発達や生活に課題があるが制度対象外）への支援・対応が難しい
☐　支援者や関係機関の情報把握が困難
☐　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問４-１　その課題解決に向けて、貴団体として取り組めること、または取り組みたいと思うことはありますか。具体的な事例やアイデアがあればご記入ください。
	







問５　貴団体等では、職員が「こどもの権利」について学ぶ機会がありますか。（１つに✓）
	☐　年に５回以上はある
☐　年に２～４回程度ある
☐　年に１回程度ある
☐　まったくない



問６　貴団体等では、こどもの意見や声を聴くための取組を実施していますか。または、今後実施する予定はありますか。（１つに✓）
	☐　実施している	問６-1へ

☐　実施していないが予定がある	
☐　実施していない（予定もない）　➡問６へ



問６で「実施している」または「実施していないが予定がある」と答えた方に伺います。
問６-1　貴団体等は、どのようにこどもの意見や声を聴くための取組を実施していますか（実施する予定ですか）。
	

	

	

	

	



問７　こどもや若者が希望をもてる富良野市となるために、富良野市が特に取り組むべきことは何だと思いますか。（あてはまるものすべてに✓）
	☐　気軽に悩みを相談できる場所や機会の充実
☐　若者が自主的に活動できる場所や機会の充実 
☐　年齢や経済的な心配をすることなく、学習・学び直しができる環境・機会の充実
☐　就労に向けた相談やサポート体制の充実
☐　ニート、ひきこもり、不登校のこども・若者の支援の充実
☐　障がいのあるこども・若者の支援の充実
☐　児童虐待防止に向けた取組の強化
☐　不健全図書類やインターネット上の有害環境から青少年を守る取組の充実
☐　地域における見守りなど非行防止対策の充実
☐　自然に触れられる機会の充実
☐　こども・若者が安心して過ごせる居場所づくりの充実
☐　デジタルリテラシー教育の充実
☐　こどもの健康や地域医療体制の充実
☐　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐　特にない



問８　「こどもまんなか社会」に向けて、貴団体や地域で取り組んでいること、または聞いたことが　
ある事例はありますか。（あてはまるものすべてに○）
	１．こどもの意見を反映するワークショップやアンケート
２．こども食堂や無料学習支援
３．地域の大人によるキャリア教育や職業体験
４．こども・若者の居場所づくり（フリースペース、交流拠点）
５．こどもと一緒に企画するイベント（祭り、スポーツ大会）
６．こどもの安全確保（防犯パトロール、交通安全教室）
７．多文化共生の取組（外国籍のこども支援）
８．メンタルヘルス支援（相談窓口、カウンセリング）
９．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10．特にない




☆≪最後に≫富良野市のこども・若者の支援について、ご意見やご要望がありましたらご自由にお書きください。
	

	

	

	

	

	

	



調査は以上で終了です。ご協力ありがとうございました。
記入いただいた調査票は令和８年１月30日（金）までに
返送してください
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